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	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、葉酸受容体ファミリーのメンバーです。この遺伝子ファミリーのメンバーは、葉酸およびその還元誘導体に結合し、5-メチルテトラヒドロ葉酸を細胞内へ輸送します。この遺伝子産物は分泌タンパク質であり、グリコシル-ホスファチジルイノシトール結合を介して膜に固定されるか、可溶性タンパク質として存在します。この遺伝子の変異は、脳葉酸輸送不全による神経変性と関連付けられています。2つのプロモーター、複数の転写開始部位、および選択的スプライシングの存在により、この遺伝子には同じタンパク質をコードする複数の転写バリアントが見つかっています。 [RefSeq提供、2009年10月],機能：葉酸および還元葉酸誘導体に結合し、5-メチルテトラヒドロ葉酸を細胞内へ送達する。,PTM：8つのジスルフィド結合を有する。,PTM：分泌型は、膜結合型からGPIアンカーの切断、またはメタロプロテアーゼによるタンパク質分解のいずれか、あるいはその両方によって生成される。,類似性：葉酸受容体ファミリーに属する。,組織特異性：上皮由来の組織でのみ発現する。悪性組織では発現が増加する。腎臓、肺、小脳で発現する。,
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	FOLR1抗体を用いたK562細胞、LOVO細胞、HUVEC細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	FOLR1 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

